
青森県における交通安全対策の取組について

令和６年３月



【県管理道路】 【市町村管理道路】
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■青森県内の交通安全対策の取組

• 「事故ゼロプラン」は国交省が主体となり直轄国道を対象として平成22年より取り組んでいる。
• 「事故危険箇所」は社会資本整備重点計画の重点施策として、警察庁、国交省、自治体が主

体となり直轄国道及び県管理道路を対象として平成15年より取り組んでいる。
• 生活道路の交通安全対策として、生活道路対策エリアやゾーン３０等の各種対策を展開中。

⇒それぞれの取組を協働しながら推進していくことが重要

1-1. 「事故ゼロプラン」と「事故危険箇所」、生活道路の交通安全対策

【青森県における各取組の関係】

【直轄国道】

113区間（R4.3時点）
・直轄国道が対象
・箇所選定や追加にあたっては、安推連にて

決定（適宜選定）
・交差点改良やバイパス整備による抜本対策、
カラー舗装や減速路面表示等による
対策を実施

事故ゼロプラン（国交省主体） H22～

事故危険箇所

（警察庁、国交省、自治体が主体）H15～

R4.3指定（直轄14箇所、県管理21箇所）
・直轄国道及び県管理道路が対象
・交差点改良やバイパス整備による抜本対策、
カラー舗装や減速路面表示等による対策を実施

12区間（R3.1時点）
・ハンプや狭さく等の物理的デバイスの設置等ゾーン及び区間

対策を実施
・警察の交通規制・指導取締りと連携 （ゾーン30と整合）
・直轄の国道事務所等が技術的支援

生活道路対策エリア（国交省・自治体が主体）H28～

あんしん歩行エリア（国交省・警察庁・自治体が主体）H15～

37箇所（R3.9時点）
・区域（ゾーン）を定めて時速30㎞の速度規制を実施
・その他の安全対策を必要に応じて組合せ、抜け道利用の抑制

等を図る

ゾーン30（警察庁が主体）H23～

＜幹線道路＞ ＜生活道路＞

通学路の緊急合同点検（文科省・国交省・警察庁要請）
・通学路交通安全プログラム

（文科省・国交省・警察庁・学校・道路管理者が主体） H24～

通学路における合同点検等（文科省・国交省・警察庁要請）
R3 ※千葉県八街市での事故を受けた取組

未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策
（国交省・内閣府・文科省・厚生労働省・警察庁要請）R1

※京都府亀岡市での事故を受けた取組

※滋賀県大津市での事故を受けた取組



■青森県内の交通安全対策の取組

1-2.各取組の変遷
警察庁、文科省、国交省、

自治体等
警察庁国土交通省、自治体警察庁、国土交通省、自治体国土交通省

関係機関

年度

・通学路交通安全
プログラム
<H24開始>
・未就学児等及び高齢運転者の交通
安全緊急対策<R１実施>
・通学路における合同点検等<R3実
施>

あんしん歩行エリア<H15開始>事故危険箇所 <H15開始>
【顕在化している箇所】
・死傷事故率 100件/億台㎞以上かつ
・重大事故率 10件/億台㎞以上かつ
・死亡事故率 1件/億台㎞以上
【潜在的に危険な箇所】
・ETC2.0、地域、緊急的

事故ゼロプラン <H22開始>

【全区間】
・事故データ・要望・構造環境
【優先区間】
・事故データ・要望・構造環境

ゾーン30 <H23開始>
・地域要望、事故発生、通学路
指定、高齢者・子ども・公共施
設立地

生活道路対策エリア
<H28開始>
・自治体の申請により登録（市
町村⇒県⇒本局へ申請）

ゾーン30プラス<R3開始>
・道路管理者、警察の連携による面的対策の一層の推進

全区間182区間、優先区間50区間H22

全区間1区間追加（183区間）
優先区間4区間追加(54区間)

H23

H24

全区間1区間追加（184区間）H25

H26

「社会資本整備重点計画」(H27.9)H27

青森県10箇所登録
（国管理5箇所、県管理5箇所）

H28

全区間1区間追加・8区間除外（177区間）
優先区間8区間追加・1区間除外（61区間）

H29

全区間1区間追加（178区間）
優先区間7区間追加（68区間）

H30

全区間2区間追加（180区間）
優先区間3区間追加（71区間）

R1（H31）

全区間2区間追加（182区間）
優先区間2区間追加（73区間）

R2

R3時点：37箇所登録済
（県市町村）

R3時点：12箇所登録済
（県市町村）最新の事故状況を踏まえて、対象箇所を

見直し（14箇所）
最新の事故状況を踏まえて、対象箇所を
見直し（113区間）

R3

4箇所登録済（深浦町、むつ市 、田子町、弘前市）

R4

全14箇所
・未着手（対策検討中） 0箇所
・未着手（対策決定） 0箇所
・事業中 5箇所
・対策実施済 9箇所

全113箇所
・未着手（対策検討中） 41区間
・未着手（対策決定） 10区間
・事業中 10区間
・対策実施済 52区間

R5

※滋賀県大津市の
事故を受けた取組

※京都府亀岡市の事故を
受けた取組

※千葉県八街市の
事故を受けた取組

通学路の緊急合同点検

通学路における合同点検等

未就学児等及び高齢運転者の
交通安全緊急対策

2

ゾーン30プラス
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参考．事故ゼロプランと事故危険箇所

「事故ゼロプラン」で抽出される事故危険区間と「事故危険箇所」の詳細

事故危険箇所（警察庁、国交省、自治体が主体）
H21.3指定、H25.7指定、H29.1指定、R4.3指定（R4.3指定箇所：直轄14箇所、県管理21箇所）

事故ゼロプラン（国交省主体）H22開始

『事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）』として、データ等に基づく「成果を上げるマネジメント」
の取組の中で、死傷事故発生状況、地元指摘、道路構造上の問題がある箇所を【事故危険区間】として
抽出。

青森県では、直轄国道（国管理国道）を中心に、R4.3時点で113区間を抽出し、そのうち死傷事故や重
大事故が多発する箇所等14区間を優先区間とした。

5年ごとに見直される「事故危険箇所」は「事故危険区間」に追加登録される（「事故危険箇所」は「事故
危険区間」含まれるよう見直しが図られる）。

国道・都道府県道（幹線道路）の特定の箇所で交通事故が集中して発生していることから、幹線道路に
おける集中的な取り組みとして警察庁と国土交通省、自治体が合同で死傷事故率が高い箇所等を【事故
危険箇所】として指定し、都道府県公安委員会と道路管理者が連携した対策を実施。

青森県では、R4.3に直轄国道（国管理国道）で14箇所、県管理道路で21箇所を対象として指定している。



令和６年３月

青森県内の幹線道路における

事故対策の取組状況

資料－１
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１．青森県内の事故発生状況
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• 青森県内の死傷事故件数は平成13年以降(9,450件)減少傾向にあるが、依然として年間約2,500件の死傷事
故が発生。死者数も近年減少傾向にあるが、依然として年間約30人の死者数。

• 国土交通省管内（青森河川国道管内）の死傷事故件数は、事故ゼロプラン開始年（平成22年）より約53％減少
（876件(平成22年)→408件(令和3年))。死者数も平成22年よりも約67%減少（9人(平成22年)→3人(令和3年))。

▲県内死傷事故発生件数の推移「H8-R4」

H22：事故ゼロプラン開始

▲青森河川国道管内死傷事故発生件数の推移
「H22-R3」

出典：交通事故・道路統合データベース（H22～R3）

R4：2,375件

R3：408件 R3：3人

約53％減少

H22：事故ゼロプラン開始

H22：876件

H22：9人

▲青森河川国道管内死者数の推移「H22-R3」

▲県内死者数の推移「H8-R4」
出典：交通事故統計年報（R4）

H13：9,450件

出典：交通事故統計年報（R4）

R4：31人

約67％減少

出典：交通事故・道路統合データベース（H22～R3）



▲事故類型別の重大事故発生件数構成比「H24-R3」

１．青森県内の事故発生状況

2

• 青森県内の直轄国道では、東北6県の直轄国道の平均と同様、事故類型別にみると追突事故が最も多
いが、東北平均と比較して人対車両事故、正面衝突事故、右左折時事故、高齢者が被害に遭う事故の
発生割合が高い傾向にある。

• 上記の事故は重大事故に占める割合が高く、被害程度が大きくなりやすい。

▲事故類型別の死傷事故発生件数構成比「H24-R3」
資料：イタルダ事故データ(H24-R3)資料：イタルダ事故データ(H24-R3)

▲第2当事者の年齢層別死傷事故発生件数構成比「H24-R3」
資料：イタルダ事故データ(H24-R3)

▲第2当事者の年齢層別重大事故発生件数構成比「H24-R3」
資料：イタルダ事故データ(H24-R3)

高齢者が被害に遭う事故（第2当事者が高齢者と
なる事故）は重大事故全体の約4分の1を占める

人対車両事故、正面衝突事故、右左折時事故は
東北平均と比較して事故全体に占める割合が高い

高齢者が被害に遭う事故（第2当事者が高齢者となる事
故）は東北平均と比較して事故全体に占める割合が高い

人対車両事故、右左折時事故、出合頭事故
は重大事故に占める割合が高い



１．青森県内の事故発生状況
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資料：イタルダ事故データ（H24-R3）

▲管内における法令違反別事故発生件数構成比
（上：右折時事故、中：出合頭事故、下：死傷事故全体）

• 青森県内においては、東北地方の他県よりも「信号無視」「交差点安全進行義務違反」による事故の割合
が高く、「右折時事故」「出合頭事故」では、法令違反「信号無視」による事故の割合が高い。

• 「右折時事故」「出合頭事故」は青森市街地や青森環状7号に集中して発生している。

「右折時事故」「出合頭事故」の約3割が「信号無視」により発生

資料：イタルダ事故データ（H24-R3）

▲法令違反別死傷事故発生件数構成比「H24-R3」

資料：イタルダ事故データ（H30-R3）

▲管内の事故発生位置
（上：右折時事故、下：右折事故のうち信号無視による事故）

信号無視・交差点安全進行義務違反による死傷事故件数の割合が
他県と比較して事故全体に占める割合が高い

中央イン
ター入口 戸山中央インター入口

N
N

県立図書館前 戸山

安田

細越

N N

1件

2件

3件

4件

5件

6件以上

1件

2件

3件

4件

5件

6件以上

細越

安田

県立図書館前

中央インター入口

青森市街地で右折時
事故が集中して発生

青森環状7号の交差点部
に集中して発生



特徴的事故
対策の方向性

（赤字：１種系、青字：２種系）
対策例箇所・区間

管

内

共

通

市

街

地

部

山

間

部

■交通流が停滞しやすい場所における注意喚起対策

・滑り止めカラー舗装 等

・注意喚起路面表示、注意喚起看板 等

■注意喚起、車線逸脱防止対策

・ランブルストリップス 等

・注意喚起路面表示、視線誘導標 等

■降雪対策（スリップ事故対策）

・グルーピング舗装等の凍結抑制舗装

管

内

共

通

主として、交差点手前、渋滞

慢性化区間、沿道出入り箇

所（ロードサイド施設が多数

立地）等

＜国道4号・7号＞

　青森市街地

　青森環状道路

＜国道45号・104号＞

　八戸市街地

＜国道4号＞

　十和田市部

＜国道7号＞

　秋田県境

■追突事故

・管内事故の約6割

■山間部における事故

・正面衝突、車両単独等の重大事故

・カーブや勾配区間における事故

・凍結・積雪路面状態での事故

・ハンドル・ブレーキ操作ミス

■高齢ドライバー事故

・高齢化の進行に伴いシェア拡大

※上記の各対策に関連して、高齢者の身体特性（反応

時間やブレーキ操作の遅れ等）を考慮した対策内容を

検討（路面表示文字の強調、信号機の大型化、LED型

注意喚起看板等）

■交差点関連の事故（出合頭、右左折）

・管内の交差点及び交差点付近の事故が

増加傾向

・交差点密度の高いエリアで多発

・右折時は信号無視や優先通行妨害、出

合頭は信号無視や安全不確認の法令違

反に起因して発生

■人対車両事故

・死亡事故の約3割を占める

・死亡事故の約6割が夜間に発生

・第1当事者が高齢者となる死亡事故が約

2割発生

■事故多発交差点における発生頻度の高い事故類型

に対応した対策

・交差点内回り処理、右左折レーン設置・延伸、右左折

ポケット設置、右折レーンセパレート化 等

・右折誘導帯内カラー化、右折指導線、減速路面表

示、注意喚起路面表示 等

■歩行者・自転車事故多発箇所の実態を考慮した事

故対策

・交差点コンパクト化、地下横断歩道の設置、2段階横

断施設の整備、歩道新設・拡幅

・横断歩道カラー化、乱横断防止柵、道路照明灯設

置、自転車走行箇所の明示 等

２．青森県内の幹線道路における事故対策の取組状況

4

• 青森県内の事故発生状況やその特徴を踏まえ、以下に示す考え方に基づき交通安全対策を推進中。

hij20034
楕円
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• カラー塗装は、注意喚起及びすべり止め効果を発揮し、事故対策として効果的である一方、冬期除雪等
により剥離し、維持管理にコストがかかるため、対策実施においてはメリハリのある施工が求められる。

• 費用対効果を含め、これまでの対策実施による事故削減効果を検証し、事故対策施工マニュアル（案）と
してとりまとめている。

▲交通安全対策施工マニュアル（案）

緊急対策を実施している箇所
などを対象に、追加対策として
カラー舗装を提案

対策未実施箇所において、
注意喚起路面表示や法定
外看板、減速路面表示を
提案

２．青森県内の幹線道路における事故対策の取組状況



右折直進

53.9%

出合頭

9.6%

その他

36.5%

(n=167)
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• 青森県内の環状7号内回り交差点では、信号無視に起因する交差点内事故（右折直進、出合頭）が多発
している。

• 「主道路直進車両の信号無視」に起因する事故が最も多い。
⇒信号の変わり目に無理な交差点進入などにより発生。

• 次いで、「主道路右折車両の信号無視」に起因する事故が多い。
⇒主道路右折車両の信号無視は、隣接する直進車両につられて誤発進する「つられ走行」などにより発生。

①主道路通行の直進車両による信号無視
（信号現示：主道路右折青矢）

③主道路通行の右折車両による信号無視
（信号現示：従道路青現示）

②主道路通行の右折車両による信号無視
（信号現示：主道路直左青矢）

信号無視
87.8%

その他
12.2%

(n=90)

信号無視
87.5%

その他

12.5%

(n=16)

直進

60.8%
右折

39.2%

(n=79)

直進
71.4%

右折
28.6%

(n=14)

▲環状7号内回り交差点における事故発生状況

【事故類型】

【出合頭事故の法令違反】

【右折直進事故の法令違反】【右折直進事故の信号無視の
第1当事者行動類型】

資料：イタルダ事故データ(H28-R1)、警察原票（R2 ）

環状7号内回り交差点における信号無視パターン図

【出合頭事故の信号無視の
第1当事者行動類型】

直進：約60%
右折：約40%

直進：約70%
右折：約30%

▲つられ走行イメージ▲つられ走行の発生状況
(安田交差点)

隣接する直進車
両に右折車両が
つられて発進

▲無理な交差点進入の
発生状況(安田交差点)

赤現示時に
交差点に進入

２．青森県内の幹線道路における事故対策の取組状況
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【対策案】
• パンフレットによりドライバーに対し信号遵守を促す。
• 右折車両のつられ走行に対しては、交差点に信号遵守を促す注意喚起看板を設置する。

▲環状７号における信号遵守を促すためのパンフレット（案） ▲右折車両のつられ走行を防止する注意喚起看板（案）

注 意
右 折 車 線 の 通 行

で 発 進 ( 進 行 )

N

至

青
森

至

新
潟

２．青森県内の幹線道路における事故対策の取組状況



３．広報によるソフト対策推進

• 交通安全対策の推進にあたっては、道路管理者だけでなく、地域住民や警察、交通安全協会等と連携
して取り組んでいく。

• また、記者発表やパンフレット等による広報を通じて、市民の安全意識に対する啓発活動を推進して
いく。特に青森県の特徴的な事故である「信号無視」に対し、速度抑制対策ならびに法令順守啓発ポス
ターの展開が必要である。

地域住民や警察との協働の取組 記者発表やパンフレットによる情報発信

【『事故ゼロプラン』の広報用

資料イメージ】

交通安全教育及び競技大会の開催

8

【道路管理者・警察・地域住民の合同現地点検】

▲国道7号大鰐町区間における

通学路合同現地点検（平成26年2月26日）

【信号遵守を促すための

パンフレット（案） 】（再掲）

【横断歩道歩行者優先に関する

啓発広報用資料】（青森県警）

hij20034
楕円

hij20034
楕円

hij20034
楕円

hij20034
楕円

hij20034
楕円



4-1.事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）

４．事故ゼロプランの取組

• 国土交通省では、公共事業の効率性及び透明性の一層の向上を図るため、平成２２年度より新規事
業採択時評価よりも前の段階で、事業の必要性や代替案を含めた事業内容等を具体的な評価項目を
定めて評価する計画段階評価を導入。

• 交通安全事業においては、データや地域の声等に基づき、事故の危険性の高い区間を明確にし、集中

的･重点的に悲惨な交通事故の撲滅に向け取り組む“事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作
戦）”を平成22年度より推進している。

9



4-2. 事故ゼロプランの見直し（R3年度）

４．事故ゼロプランの取組

【事故ゼロプランの見直し＜基本方針＞】
• 現行の事故ゼロプランは策定から10年が経過していることから、最新

データによる区間の見直しを行う。
⇒「事故危険箇所（R3年度選定）」との整合を図る。
⇒事故危険箇所と同様に5年ごとに見直しを図る。

• 「事故危険箇所」に選定された箇所は、優先区間に位置づける。
• 選定基準は、Ｈ22選定時基準をある程度踏襲しつつ、一般市民に分か

り易く客観性の高い基準とする。

• 令和3年度に、平成22年度選定の事故ゼロプランの取組の進捗と管内の事故発生状況の変化を踏ま
え、以下の考え方により事故ゼロプランの見直しを実施。

10



11

【選定条件①】全国統一指標の該当区間
［抽出基準Ａ：死傷事故率100件/億台km以上かつ重大事故率10件/億台km以上かつ死

亡事故率1件/億台km以上の区間］
※旧事故危険箇所及びH28以降の対策実施区間、今後改築が予定されている区間を除く

【選定条件②】
［抽出基準Ｂ：［抽出基準Ａ：死傷事故率100件/億台km以上、重大事故率10件/億台km

以上、死亡事故率1件/億台km以上］のうち2指標を満たしかつ下記に該当する区間］
②-1：死傷事故率が特に高い（300件/億台km以上）
②-2：急減速発生率が特に高い（18件/百台km以上：管内平均の10倍）
②-3：損保公表事故多発箇所のうち過去5年で複数掲載かつ事故率が高い
※旧事故危険箇所及びH28以降の対策実施箇所、今後改築が予定されている区間を除く

【選定条件③】
・死傷事故率100件/億台km以上かつ死傷事故件数4件/4年以上の区間
・地元要望区間

対象外：2,346区間

青森管内直轄国道全イタルダ区間（2,351区間）

事故危険箇所
（公文書で公表）

直轄国道
（14箇所）

県管理道路
（21箇所）

事故ゼロプラン（113区間）

優先区間（14区間）
優先区間以外

（99区間）事故危険箇所
(14区間)

追加候補区間

該当
5区間

随時追加
登録可 除外

2,181区間

※区間数はイタルダ区間数で記載

事
故
危
険
箇
所

※地元要望区間のうち、同一の要望が連続する複数の
イタルダ区間にまたがっている場合は、1区間として扱った

４．事故ゼロプランの取組

▲事故ゼロプラン選定区間（R3年度選定）の選定フロー

事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン

対象外：2,337区間

該当
9区間 住民要望等(社会ニーズ)

緊急的な事業箇所
死傷事故率上昇等
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４．事故ゼロプランの取組

4-3. 事故ゼロプラン選定区間（R3年度選定）の取組状況

• 事故ゼロプランの進捗状況は以下のとおり。
全区間 （113区間）：対策済区間52区間（46％）、事業中10区間（9%）、

未対策区間51区間（45％）※うち、対策検討済10区間（9％）
優先区間（14区間）：対策済区間9区間（64％）、事業中5区間（36%）、

未対策区間0区間

• 全区間の55％、優先区間のすべてが対策済または事業中。

▲優先度明示曲線（事故ゼロプラン全区間） ▲優先度明示曲線（事故ゼロプラン優先区間）

資料：イタルダ事故データ(H30-R3)



4-4. 事故ゼロプランの進め方
• マネジメントサイクルに基づき、効率的・効果的な交通安全対策を実施。
• 事故ゼロプランはブラッシュアップを続け、よりよいものをめざして更新。

Ｐ：事故データや地元からの意見を元に「事故危険区間リスト」を作成。
Ｄ：事故原因に即した効果の高い対策を実施。
Ｃ：事業完了後に事故データを活用した事業効果の分析・評価を実施。
Ａ：必要に応じて追加対策等を実施。

▲ ＰＤＣＡのマネジメント
13

４．事故ゼロプランの取組



5-1.事故ゼロプラン（優先区間）への追加区間

５．事故ゼロプランの区間の追加

• 死傷事故が多発する危険区間1区間、道路構造上の問題を抱える危険区間1区間の計2区間について、事
故ゼロプラン（公表区間）への追加を検討中。

⇒追加される場合、事故ゼロプラン（優先区間）の箇所数は14箇所→16箇所となる。

14

▼ 事故ゼロプラン（優先区間）の追加候補区間

地元自治体
の意見等

区分箇所名路線名No.分類

おいらせ町より要望
（令和５年１１月）

死傷事故が多発する
危険区間

苗振谷地交差点国道45号92
優先区間以外

から優先区間へ
追加

平内町より要望
（令和５年９月）

道路構造上の問題を抱える
危険区間

東津軽郡平内町狩場沢国道4号-
優先区間へ

追加



平内町狩場沢

５．事故ゼロプランの区間の追加

15▲ 事故ゼロプラン（優先区間）の追加候補区間 位置図

おいらせ町苗振谷地交差点



５．事故ゼロプランの区間の追加

●対象区間の状況（事故発生状況等）

【追加区間①】

区分キロ程箇所名路線名No.

死傷事故が多発する
危険区間

423.956kp苗振谷地交差点国道45号92

・当該箇所は、国道45号と国道338号、県道283号が接続する十字路交差点である。
・当該交差点は10年間で死傷事故が8件発生している。8件の死傷事故のうち、歩行者・
自転車関連事故が4件発生しているが、交差点面積が広いことから、右左折車両の速
度が交差点内で高くなることに起因すると考えられる。
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5-2.追加区間の概要

▲ 位置図

当該区間

至 青森

▲ 事故発生状況図（H24-R3）

423.956KP

至

青
森

至 八戸

至 八戸

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形



５．事故ゼロプランの区間の追加

●対策内容（案）

▲ 対策案（交差点のコンパクト化）

・交差点のコンパクト化を実施することで、交差点内における車両の走行速度の抑制を図る。
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【追加区間①】

至 八戸

至

青
森

交差点のコンパクト化

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形
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四角形
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四角形
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四角形

hij20034
四角形
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四角形

hij20034
四角形
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四角形
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四角形
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hij20034
四角形
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四角形
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四角形

hij20034
四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形

hij20034
四角形
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四角形
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四角形
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四角形
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四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形

hij20034
四角形



５．事故ゼロプランの区間の追加

●対象区間の状況（事故発生状況等）

区分キロ程箇所名路線名No.

道路構造上の問題を抱える
危険区間

703.3kp～705.0kp東津軽郡平内町狩場沢国道4号―

・当該区間は、前後区間で追越車線が整備されていないことから、低速車との混合
交通により、無理な追い越しによる正面衝突事故が発生している。

・地元からも、「無理な追い越しによる正面衝突事故が発生していることから、付加車
線の設置により、自動車運転手のストレス緩和、安心して付加車線にて低速車を追
い越すようにしてほしい」という意見が挙げられている。
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【追加区間②】

当該区間

▲ 位置図

至 十和田

至 青森

事業箇所 延長 1.7ｋｍ

10,963台/日

至

十
和
田

至

青
森

2016,6,軽傷事故,上り
2012,1,重傷事故,上り

凡 例
：正面衝突

2015,8,死亡事故,上り
2015,1,軽傷事故,上り

▲ 事故発生状況図



５．事故ゼロプランの区間の追加

●対策内容（案）

▲ 計画断面図（付加車線整備）

・付加車線を整備することで、対象区間における危険挙動（無理な追い越し）の抑制を図る。
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【追加区間②】

0.853.253.250.95

上り下り

3.253.251.25 3.00 1.25

付加車線設置

【現況断面図】 単位：m

【計画断面図】 単位：m

付加車線設置



６．事故危険箇所の取組

20

【青森県管理道路】【直轄国道】

事故危険箇所（警察庁・国交省・自治体が主体）H15～

・直轄国道及び県管理道路が対象
※R4.3指定箇所：直轄14箇所、県管理21箇所

・登録箇所については概ね５年で見直しし、その都度抽出基準に基づき選定

6-1.事故危険箇所について
• 「事故危険箇所」は社会資本整備重点整備計画の重点施策として、警察庁、国交省、自治体が主体と

なり直轄国道及び県管理道路を対象として平成15年より取り組んでいる。
• 令和3年度に、新たな事故危険箇所として直轄14箇所、青森県管理道路21箇所の計35箇所を指定。

※直轄14箇所は事故ゼロプランの優先区間（令和3年度見直し時点）と共通



位置図修正
選定箇所５箇所のみに

●2 R4青森市浅虫交差点～
青森市浅虫坂本

●5 R104売市交差点～
八戸市根城四丁目●4 R4国道NTT交差点

●1 R4（仮）十和田市大字
相坂六日町山

【事故危険箇所登録箇所（Ａ基準）／直轄国道】

６．事故危険箇所の取組

21

●3 R4岡造道交差点



11.青森市野木

18.むつ市葛沢

9.弘前市十面沢

10.板柳町文京町

14.弘前市蒔苗

3.弘前市大沢稲元

1.弘前市平賀

17.弘前市下湯口（単路）

15.東北町旭北

16.東北町旭北

20.青森市浜田

5.田舎館村田舎館

13.田舎館村追子野木 8.十和田市西二番町 19.八戸市多賀台（単路）

12.八戸市尻内町

21.南部町下平（単路）

6.十和田市石倉

7.十和田市新川原

4.平川市原田

2.平川市町居

【事故危険箇所登録箇所（Ａ基準）／青森県管理道路】

６．事故危険箇所の取組

22



【事故危険箇所登録箇所（B基準）】

６．事故危険箇所の取組

●5 R4八重田交差点

●8 R45四本松交差点

●2 R7戸山交差点

●1 R7駒込交差点

●7 R4堤交差点

●6 R4栄町交差点

●9 R45類家一丁目交差点

●3 R45下田ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ東側交差点

●4 R7浜田交差点

23



６．事故危険箇所の取組

• 直轄国道における事故危険箇所の取組状況は以下のとおり。
・対策済(効果検証中)：7箇所
・事業中：5箇所
・追加対策検討中：2箇所 ⇒いずれも対策検討済であり、今後順次対策を実施予定
・対策検討中（未着手）：0箇所
※事故ゼロプランの優先区間（令和3年度見直し時点）と同じ。

24：事業中箇所

▼ 事故危険箇所（直轄国道） 対策実施状況

6-2.事故危険箇所の取組状況



６．事故危険箇所の取組

• 青森県管理道路における事故危険箇所の取組状況は以下のとおり。
・対策完了：6箇所
・対策検討中（未着手） ：13箇所
・対策不要：2箇所

25

▼ 事故危険箇所（青森県管理道路） 対策実施状況

6-2.事故危険箇所の取組状況



６．事故危険箇所の取組

• 国道7号浜田地区（浜田交差点・妙見東交差点）では、青森市街地への右折車両による混雑や、右折
滞留車への追突事故が多発していることを踏まえ、右折専用レーンの2車線化を整備。

6-3.事故危険箇所の取組事例

対策前 対策後

▲ 対策実施状況 （国道7号 浜田地区） 26



令和６年３月

生活道路の交通安全対策の取り組み

（ゾーン30プラス）について

資料－２



１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について
１－１.これまでの生活道路対策の概要

〇幹線道路に比べて生活道路の死傷事故件数の減少割合は小さい状況にあるため、生活道路等における人優先の
安全安心な歩行空間の整備を目的として、国土交通省、自治体が主体として「生活道路対策エリア」登録による対策
の実施、警察庁が主体として「ゾーン30」指定による速度抑制対策等に取り組んできた。

〇青森県内では、「生活道路対策エリア」として12地区、「ゾーン30」として37箇所を登録しこれまで対策を進めてきた。
〇弘前市城西地区では平成28年3月の生活道路対策エリアへの登録以降、「路側帯の拡幅・カラー化」や「注意喚起
看板設置」、「ゾーン30路面標示」などのソフト対策、「ラバーポールの設置」による物理的対策を実施したことで、平均
速度が30㎞/hに低減し安全性が向上するなどの効果が得られた。

資料：国土交通省
▲道路種別の交通事故件数の推移

令和3年1月末現在で12地区登録

▲青森県の生活道路対策の実施箇所 ▲弘前市城西地区における対策実施状況 1



１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

2

１－２.ゾーン30プラスの概要

〇国土交通省・県市町村、警察庁ではこれまで、「生活道路対策エリア」登録による歩行者優先の対策（路側帯カラー化、
イメージハンプの設置等）や、「ゾーン30」指定による速度規制を実施し、生活道路の交通安全向上に努めてきた。

〇これまで道路管理者（国土交通省・県市町村）と警察で実施してきた生活道路における交通安全対策について、両者
一体となり、検討段階から緊密に連携を図り新たに「ゾーン30プラス」と してエリア登録することで、より一層の交通
安全向上を目指す。

〇具体的には、「最高速度30㎞/hの区域規制」と「物理的デバイス（スムーズ横断歩道の設置、車道の狭さく等）」の
適切な組み合わせによる面的対策を実施することで、通過交通が生活道路に入りにくくなり、またエリア内の車両
速度も低下し、エリア全体の安全性向上が期待される。

▲交通管理者・道路管理者で連携して取り組む面的対策のメニュー例

▲ゾーン30プラスの取組のPDCAサイクル

▲ゾーン30プラスのエリア入口に設置する
標識看板・路面表示のイメージ

【地域の課題の把握】

【「ゾーン30プラス」
（候補）の設定】

【「ゾーン30プラス」
整備計画の策定】

【対策の実施】

【「ゾーン30プラス」
整備計画の改善・充実】

【対策の効果検証】

エリアに入りにくくする 車両の速度を抑制する

歩行者空間を確保する

歩行者・自転車の空間を優先して確保する

hij20034
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hij20034
楕円

hij20034
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hij20034
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・スムーズ横断歩道

深浦町北金ヶ沢地区

むつ市昭和町地区

弘前市城西地区

田子町田子地区

１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

3

〇青森県では、以下の4地区について令和3年度でゾーン30プラスとして登録。
・「深浦町北金ヶ沢地区」「むつ市昭和町地区」「田子町田子地区」（生活道路対策エリア新規登録予定箇所の3箇所）
・「弘前市城西地区」（ゾーン30、生活道路対策エリア指定済み区間）
⇒このうち、田子町田子地区に関しては令和４年度にスムーズ横断歩道を実施し、むつ市昭和町地区に関しては令和５
年度にスムーズ横断歩道を実施。

１－３．青森県内の登録地区

N

対策前

対策後

▲ R3年度ゾーン30プラス登録地区 ▲田子町田子地区で実施したスムーズ横断歩道対策



１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

4▲ゾーン30プラス登録地区における対策内容

１－４．令和４年度の実施対策

○田子町でスムーズ横断歩道を設置。その他の箇所においても対策を推進。

＜深浦町北金ヶ沢地区＞ ＜むつ市昭和町地区＞

＜弘前市城西地区＞＜田子町田子地区＞

・周辺エリア内の道路では通学児童
と車両が錯綜している状況。
・対策実施予定箇所は狭小片側歩道、
車道幅員約4mで、平均走行速度が
約35㎞/hと30㎞/hを超過している。

・対象エリア内に、教育施設が配置され
児童等歩行者が多いにもかかわらず、
歩行空間が確保されていない。

・当該地区は小学校の通学路であるが歩道が無く、
大型車両の通行も多いため、特に朝夕の通学・通勤
時間帯において、歩行者が危険な状況となっている

・対象エリア内には城西小学校があり、周辺道路
は通学路として利用されている。一方通行など
の交通規制区間も多い。
・対策実施箇所は車道幅員約3mで、城西地区から
弘前西バイパスへの抜け道となっており危険。

：令和4年度以前完了
：令和5年度完了（予定含む）

実施時期実施内容

令和5年7月～令和6年9月路側帯のカラー化

令和5年7月～令和6年6月狭さく（ラバーポール）

令和5年7月～令和6年6月狭さく（ガードポール）

令和4年1月～2月標識設置

令和4年10月～令和5年3月ゾーン30プラス看板

令和5年7月～令和6年9月ゾーン30プラス路面標示

令和6年3月～3月区画線引き直し

令和6年1月～1月注意喚起看板設置

実施時期実施内容

令和5年7月～令和5年11月狭さく（ラバーポール）
設置

令和4年5月～令和7年2月歩道整備

令和7年5月～令和7年12月路側帯カラー化

令和4年10月～令和4年11月標識設置（速度規制）

令和4年10月～令和4年11月路面表示（速度規制）

令和4年10月～令和4年11月標識設置
（ゾーン30プラス）

令和4年10月～令和4年11月路面表示
（ゾーン30プラス）

令和4年7月～令和4年11月スムーズ横断歩道

実施時期実施内容

令和5年8月～令和5年12月スムーズ横断歩道

令和4年8月～令和8年3月狭さく

令和3年9月～令和5年12月カラー舗装化

令和5年8月～令和6年3月ゾーン30プラス看板

令和5年8月～令和6年3月ゾーン30プラス路面表示

令和5年8月～令和6年3月30km/h規制（標識）

令和5年8月～令和6年3月30km/h規制（路面標示）

令和4年8月～令和8年3月歩道設置

実施時期実施内容

平成28年11月路側帯のカラー化

平成29年9月路側帯の拡幅

平成30年12月注意喚起看板設置

令和1年7月カラーコーン試行

令和2年9月～令和2年10月狭さく（ラバーポール）設置

平成13年3月～平成24年3月標識設置

平成27年3月ゾーン30規制

令和4年2月～令和6年3月ゾーン30プラス看板

令和4年2月～令和6年3月ゾーン30プラス路面標示



１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

5

○田子町田子地区では、令和４年１１月にスムーズ横断歩道を実施。
○対策実施にあたっては、地域住民との合意形成を効果的に実施し、対策検討を円滑に進めた。
○今後、通学児童へのアンケート調査等により、対策の効果を検証予定。

◆スムーズ横断歩道

◆位置図

１－５.スムーズ横断歩道の設置（田子町田子地区）

◆現地踏査実施写真

対策前 対策後

スムーズ横断歩道な
どの対策の施工

道路利用者の声などを踏まえた対策
効果の検証
⇒通学児童へのアンケート調査
⇒意見交換会の実施

対策効果を踏まえた追加
対策の検討など

◆PDCAサイクル

◆検討経緯のフロー

◆意見交換会実施写真

2012～2021 全国で通学児童や園児が死傷する事故が相次いで発生したことを
受けた緊急合同現地点検・対策（防護柵、区画線等）を実施

2021年度 「ゾーン30プラス」の取組みが開始

⇒田子町として、本取組により対策できないか検討・対策を開始。
⇒青森県警察本部 交通部 交通規制課 機動規制係からも働きかけ。

2021.11月 「ゾーン30プラス」による対策の取組方針について、関係者間で意見交
換及び合意形成を図るための「意見交換会」を開催
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１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

6

○「ゾーン30プラス」実務者向けセミナーにおいて、田子町の取り組みを好事例として全国に発信。

１－５.スムーズ横断歩道の設置（田子町田子地区）

▲「ゾーン30プラス」実務者向けセミナー（第4回実践編） 発表用資料
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１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について

7

◆位置図

１－６.実施対策のモニタリング（弘前市城西地区）

○弘前市城西地区では、令和２年９月に物理的対策（ラバーポール）を設置。
○直近の対象区間における整備効果検証を実施した結果、注意喚起対策を実施した平成30年時と比較し、区間内に
おける30km/h速度超過割合は減少している。

弘前市

◆対策位置図

対策前

対策後

実施時期実施内容

平成28年11月路側帯のカラー化

平成29年9月路側帯の拡幅

平成30年12月注意喚起看板設置

令和1年7月カラーコーン試行

令和2年9月～令和2年10月狭さく（ラバーポール）設置

平成13年3月～平成24年3月標識設置

平成27年3月ゾーン30規制

令和4年2月～令和6年3月ゾーン30プラス看板

令和4年2月～令和6年3月ゾーン30プラス路面標示

▲対象区間内における30km/h速度超過割合の変化

資料：ETC2.0プローブデータ
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20232022202120202019201820172016

45.139.830.621.317.18.68.57.6全国平均
（％）

47.456.714.012.94.42.1－－青森県
（％）

１．生活道路の交通安全対策の取り組み（ゾーン30プラス）について
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〇一般社団法人 日本自動車連盟 (JAF)の公表による「信号機のない横断歩道における車の一時停止率」について、
2022年度は青森県は56.7%に対して全国平均39.8%であり、県内における法令順守意識が高まったとみられるが、2023
年度では青森県は47.4%に対し、全国平均は45.1%と同じ水準となり、全国的にも法令順守意識が高まっている。

○歩行者優先の安全運転推進に向け、ポスター掲示や運転免許更新時の周知の徹底など、啓発活動のより一層の充
実が求められる。

▲信号機のない横断歩道における車の一時停止率（2023年）

資料：一般社団法人 日本自動車連盟 (JAF)

▲信号機のない横断歩道における車の一時停止率全国平均（2016年～2023年）

出典：一般社団法人 日本自動車連盟（JAF）

全国的に法令順守意識
の高まりが見られる

参考．横断歩道での一時停止率について



令和６年３月

道路標識の改善について

資料－３



1

1-1.道路標識設置基準の改正概要（令和元年10月）

１．道路標識の改善の取組方針について

▲ 道路標識設置基準改正(令和元年10月）のポイント

• 東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた高速道路ナンバリングなど前回改正(H27.3)以降の標識
令、道路構造令改正を踏まえた対応が必要。

• 訪日外国人観光客の2020年4,000万人、2030年6,000万人の達成に向け、東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会に向けた標識改善の取組を全国の標識改善に反映していく方針。

資料：
国土交通省



1-2.青森県における道路標識の改善の取組方針

１．道路標識の改善の取組方針について

2

• 青森県においても、今後訪日外国人の増加が見込まれている。
• 青森県はH31.3に「青森県観光戦略」を策定し、外国人宿泊者

数の増加などの数値目標を掲げながら、
①世界から選ばれる青森県、
②観光産業の基幹産業への成長、
③訪れる人・働く人・地域の人が幸せを感じる地域の形成
を将来ビジョン（10年後のめざす姿）として掲げ、様々な
プロジェクトを進めている。
⇒訪日外国人の一層の増加を目指す中、道路標識の改善は

青森県が進める観光振興を支援する取り組みである。

青森県内の観光振興の推進に向け、訪日外国人等、来訪者の受入環
境整備の一環として、道路管理者、関係機関が連携して道路標識等の
改善を進める。

＜道路標識改善の取組方針＞

来訪者が円滑に移動できるよう、道路標識の英語表記の統一、分かりやすい案内と
なるよう改善し、訪日外国人等の受入環境を整備していくことが必要。

• 令和元年10月に、道路標識設置
基準が改正。

⇒設置計画においては、取組方針を
作成し、改正後の設置基準と整合し
た標識の整備を推進していくことが
必要。
＜取組方針の構成＞
１）重要整備区域及びその対象路線
２）取組内容
３）整備計画

青森県における道路標識改善の背景 道路標識設置基準の改正



２．標識改善の重点整備箇所の設定

3

2-1.重点整備エリアの設定
 令和2年度安推連会議にて、目標地が集中している青森市、弘前市、八戸市を重点整備エリアとした。

 道路案内標識設置指針（東北ブロック道路標識適正化委員会（昭和63年発行））では、「補助幹線道路」以上の路線同士の
交差点において、案内標識（108系）を設置することを目安として示している。

 重点整備エリア内にて上記案内標識が設置されている補助幹線道路以上を整備優先路線として、順次標識の改善を進め
ていく。

▲重点整備エリア
（左上:青森市、右上：弘前市、下：八戸市）

▲青森県内の目標地

※道路の機能分類
主要幹線道路：（主に）高速自動車国道、一般国道
幹線道路 ：（主に）主要地方道
補助幹線道路：（主に）一般県道、市町村道（幹線）高速道路

一般国道（国管理）

一般国道（県管理）

主要地方道

N

N N

N
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2-2.世界遺産登録箇所の案内について

 令和3年7月、北海道・北東北の縄文遺跡群が世界文化遺産に登録されたことを受け、登録箇所および関連資産、また合わ
せて青森県内に位置する世界遺産「白神山地」について優先的に案内標識の整備改善を推進（令和４年度完了）。

▲ 青森県内の世界文化遺産縄文遺跡群 資料：縄文遺跡群世界遺産登録推進事務局

構成資産

関連資産

＜凡例＞
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2-3.震災伝承施設の案内について
 令和２年度安推連にて、震災伝承施設を著名地点とすること、ピクトグラムについて承認されている。

 東日本大震災から得られた実情と教訓を伝承する施設として整備された震災伝承施設のうち、青森県で第3分類（下記参照
）に該当する「八戸市みなと体験学習館」についても、優先的に案内標識の整備改善を行った。

▲ 震災伝承施設の分類

▲ 八戸市みなと体験学習館（館鼻公園内）
資料：震災伝承ネットワーク協議会事務局

▲ 青森県の震災伝承施設一覧

NN No. 箇所名 市町村 分類

1 八戸市みなと体験学習館 八戸市 第3分類

2 津波の碑 三沢市 第2分類

3 八戸港震災復興メモリアル看板 八戸市 第2分類

4 津波石碑（海嘯記念碑） 階上町 第1分類

5 五戸川震災復興メモリアル看板 八戸市 第1分類

6 奥入瀬川・明神川震災復興メモリアル看板 八戸市 第1分類

7 「奇跡の鳥居」解説板 八戸市 第1分類
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3-1.目標地の設定

 令和３年度安推連会議にて、重点整備エリアである青森市、弘前市、八戸市内に位置する目標地ならびに令和3年7月に世
界遺産登録された縄文遺跡群および関連資産のうち青森県内の箇所、世界遺産白神山地および震災伝承施設について、
優先的に整備を進める案内経路として選定。

▲優先整備対象の目標地一覧

▲優先整備対象の目標地

N
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3-2.目標地（著名地点）への案内経路の設定
 前頁で示した重点整備エリア内の目標地（著名地点）について、道路案内標識設置指針（東北ブロック道路標識適正化委員

会（昭和63年発行））に基づき案内経路を設定した。

 案内経路は、県外旅行者や外国人旅行者などへの案内強化を念頭に進めることから、上記指針に記載の主要幹線道路以
上の路線とその他路線との交差点からルートを選定し、既存標識の更新を進めた。

▲青森県内の道路分類
※道路案内標識設置指針（東北ブロック道路標識適正化委員会（S63発行））より抜粋

※道路分類については、最新の路線状況と乖離があるため、現地の状況に合わせ路線選定は行う

▲著名地点案内の考え方
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3-2.目標地（著名地点）への案内経路の設定

 案内経路に複数案が想定される場合、幹線道路以上の路線とその他路線との交差点についてもルートを検討し、道路管理
者による確認の上、既存標識の更新を進めた。

▲案内経路の立案例（青森県立美術館）
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3-3.案内経路毎の標識改善計画の立案
 各道路管理者にて、案内経路毎に既設の標識の設置状況を確認の上、標識改善計画の立案を進めている。

▲標識改善計画の立案例（青森県立美術館（国道7号上））
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3-4.案内経路毎の標識改善方針
 目標地（著名地点）に対して改善する道路案内標識に関しては、下記に示す方針で検討を進めている。

①本命案 ：目標地のみを示す単柱で設置。

②参考案（共架） ：単柱設置が難しい場合、既設の道路案内標識（108系など）に対して、新たに標識（114系など）を共架。

③参考案（108系）：共架設置が難しい場合、既設の道路案内標識の板面（108系など）に対して、目標地を追加。

▲標識改善方針（青森県立美術館（国道7号上））
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3-5.目標地の分類一覧（案）英語表記の見直し
 標識に掲載する目標地の分類一覧については、道路標識設置基準に基づき「地名等の英語表記規定（平成28年3月国土地

理院）」および「観光立国実現に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン（平成26年3月観光庁）」等に準拠し過
年度見直しを実施。

 令和２年度安推連で目標地（著名地点）について承認されているが、縄文遺跡群の英語表記については、縄文遺跡群世界
遺産登録推進事務局が定めている表記（施設管理者の用いる名称）と整合を図る（令和３年度安推連会議にて承認）。

▲ 青森県内における目標地の分類一覧（案）

▲ 縄文遺跡群世界遺産登録推進事務局で
定めている英語表記

縄文遺跡群の名称 英語表記

三 内 丸 山 遺 跡 Sannai　Maruyama Site

二 ツ 森 貝 塚 Futatsumori Site

是 川 石 器 時 代 遺 跡 Korekawa Site

小 牧 野 遺 跡 Komakino Stone Circle

大 森 勝 山 遺 跡 Omori Katsuyama Stone Circle

大 平 山 元 遺 跡 Odai　Yamamoto Site

田 小 屋 野 貝 塚 Tagoyano Site

亀 ヶ 岡 石 器 時 代 遺 跡 Kamegaoka Burial Site

長 七 谷 地 貝 塚 ※ Choshichiyachi Site

資料：縄文遺跡群世界遺産登録推進事務局
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４．今後の取組予定について

・各道路管理者において、重点整備エリアにおける案内経路を素案を基に確定させた上で、案
内経路上における標識の新設、改良の要否を確認の上、標識の改善計画、設計、施工を進
めていく。

・当初、中期計画として「青森県観光戦略（前期）」の目標年次である2025年度までの5年間を
目処に改善の取組を進めることとしていたが、令和3年度より世界遺産登録に伴う標識の整
備を追加実施していることを踏まえ、国体（令和8年開催予定）までに整備する方針で進める。

・重点整備区域の対応が完了次第、重点整備エリア以外における標識の改善についても引き
続き進めていく。

取
組
方
針
策
定

2019年(R1)

重
点
整
備
区
域

対
象
路
線
決
定

2020年(R2)

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
概
ね
10
年
後
）

2028年(R10)

青森県
観光戦略

計画期間（前期 2019～2023年度） 計画期間（後期 2024～2028年度）

2021～2025年(R3～R7) 2026年(R8)

国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会

・重点整備箇所以外も含め
た標識改善の継続実施

・改善計画の見直し

世界遺産に対する
案内標識の優先

整備（R3～4）

重点整備箇所に対する
改善計画の立案・整備

（R3～7）



＜参考1-1＞経路案内に用いる目標地

参考１．道路案内標識のルールについて
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道路標識の改善は次の項目について実施する。

（a）経路案内に用いる目標地

路線別（主要幹線道路、幹線道路、補助幹線道路）に区分されている。

具体的には、①基準地、②重要地、③主要地、④一般地の４つである。

③主要地②重要地①基準地

三沢、黒石、藤崎、野辺地、
十和田湖、七戸、三戸、大間、
鯵ヶ沢、竜飛、外ヶ浜、つがる、平川、
五戸、南部、おいらせ町

青森、八戸、弘前、十和田、
むつ、五所川原

青森青森県

鹿角、北秋田、角館、協和、田沢湖、
男鹿

秋田、大館、能代、由利本
荘、大仙、横手、湯沢

秋田秋田県
（参考）

岩手町、八幡平市、平泉、陸前高田、
遠野、岩泉、田野畑、軽米、滝沢

盛岡、花巻、北上、奥州、
一関、大船渡、釜石、宮古、
久慈、二戸

盛岡岩手県
（参考）

（c）上記の地名以外に表示されるもの（著名地点・主要地点・行政境界）

①交通施設：駅、港湾、空港、道の駅など
②文化施設：公園、遊園地、美術館、図書館など
③名所・旧跡：神社仏閣、教会、史跡など
④観光地：展望台、タワー、湖、滝、谷、河川など
⑤公共施設：病院、学校、警察署など
⑥体育施設：体育館、運動場、海水浴場など

著名地点

①主要な交差点、町、丁目、橋、トンネルなど主要地点

案内すべき施設の
統一が必要

駅や空港は著名地点に
含まれる

（b）目標地の選定条件
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＜参考1-2＞経路案内の表示ルール
 108系標識や106系標識では、目標地は左から（または上から）遠い順に、最も近い「基準地→重要地→主要地→一般地（路

線によって表示する目標地は異なる）」の順で表示※ ※該当する地名がない場合は下位のランクの地名を表示

 著名地点は、114系標識で案内する。なお、道路利用者の視認性を考慮（標識の乱立等による）して、108系や106系に表示
するなどの調整を行う。

※「道路標識設置基準（令和元年10月21日通知道路標識設置基準(令和2年4月1日からの設計・計画に適用）」

第３章 道路標識の設置計画 『関係者調整における案内の集約 』

 108系、106系に著名地点を表示する場合は、白地に青文字とする。※
※ 「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（昭和35年12月17日 総理府・建設省令第3号）」（三）色彩より

『（10）高速道路等以外の道路に設置する「市町村」、「都府県」、「著名地点」及び「主要地点」を表示するものについては、文字、記号、矢印及び縁線を青色、縁及び地を白
色と する。』

著名地点を
108系内に表示

114系：著名地点を案内
（108系・106系表示も可）

108系・106系 106系

108系

114系

著名地点を
106系に表示

○○○

○○○

○○○→ 著名地点

*** ***

***
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＜参考2-1＞目標地の設定
 訪日外国人等の受け入れ環境の改善にあたり、以下の目標地に対する道路標識から改善を進める。

▲ 青森県内における目標地の分類一覧（案）

（１）これまで青森県内における目標地の

分類一覧に掲載された箇所

基準地、重要地、主要地のほか一般地の

合計123箇所。そのうち、観光地は20箇所。

（２）追加設定する目標地（次ページ）

観光スポット18箇所、縄文遺跡群8箇所、

新幹線停車駅、鉄道駅、空港等合計35箇所。

⇒重複を除き（１）、（２）の合計は142箇所

※案内地名の英語表記については、道路標識設置基

準に基づき「地名等の英語表記規定（平成28年3月国

土地理院）」および「観光立国実現に向けた多言語対

応の改善・強化のためのガイドライン（平成26年3月観

光庁）等を考慮し、各関係機関協議のうえ決定する。
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＜参考2-2＞目標地の設定

▲ R2年度追加設定した目標地 ※一部既存目標地含む



ワイヤロープ設置区間における

事故対策について

令和６年３月

資料－４
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11.8%
(8件)

38.2%
(26件)

38.2%
(26件)

11.8%
(8件)

0:00～5:59 6:00～11:59
12:00～17:59 18:00～23:59

4件
2件 2件 1件 1件

3件 3件
5件

2件 1件

3件

2件
1件

3件
2件 2件

1件

5件3件

4件 1件
3件

2件

1件

4件

7件

0

2

4

6

8

10

12

14
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鰺ヶ沢道路
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1件
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浪岡五所川原道路・五所川原西バイパス

１．ワイヤロープ設置区間における事故発生状況

• 青森河川国道事務所管内のワイヤロープ設置区間である「浪岡五所川原道路・五所川原西バイパス」では68件/3年、「八戸南環状
道路・八戸南道路」では57件/3年、「鰺ヶ沢道路」では10件/3年の事故が発生している。

• 季節別でみると、浪岡五所川原道路・五所川原西バイパスでは冬期（12月）、八戸南環状道路・八戸南道路では秋期（9月、11月）に
多く発生。

• 発生時間帯でみると、路線によってやや傾向は異なるが、約2割の事故は夜間(18:00～翌5:59)に発生している。

N

①発生月・発生時刻

©NTTインフラネット

八戸南環状道路・八戸南道路

9月と11月に8件発生

12月に13件発生

凡例

：ワイヤロープ設置区間
（青森河川国道事務所管内）

1

2月と9月に2件発生

【年間発生件数】
R2年：24件
R3年：19件
R4年：25件

【年間発生件数】
R2年：25件
R3年：19件
R4年：17件

【年間発生件数】
R2年：5件
R3年：2件
R4年：3件

10.0%
(1件)

40.0%
(4件)

40.0%
(4件)

10.0%
(1件)

0:00～5:59 6:00～11:59
12:00～17:59 18:00～23:59

(n=10)

(n=68)

※発生時刻不明：０件

(n=57)
0:00～5:59 6:00～11:59
12:00～17:59 18:00～23:59

※発生時刻不明：４件
※発生時刻不明：０件

(集計期間：R2.1～R4.12)



22.2%
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33.3%
(6件)11.1%

(2件)

33.3%
(6件)

24.1%
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31.0%
(9件)6.9%
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13.8%
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40.0%
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20.0%
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20.0%
(1件)

20.0%
(1件)

55.0%
(33件)

45.0%
(27件)

51.4%
(19件)

48.6%
(18件)

60.0%
(6件)

40.0%
(4件)

上り 下り 平坦

46.7%
(14件)33.3%

(10件)

13.3%
(4件)

6.7%
(2件)

• 路面状態別では、「八戸南環状道路・八戸南道路」では乾燥路面で、「浪岡五所川原道路・五所川原西バイパス」では乾燥及び湿潤
路面で、「鰺ヶ沢道路」では湿潤及び凍結路面で事故が多く発生している。

• 道路線形（平面線形）別では、「八戸南環状道路・八戸南道路」、 「浪岡五所川原道路・五所川原西バイパス」では直線区間で事故
が多く発生しており、「鰺ヶ沢道路」ではすべての事故がカーブ区間で発生している。

• 道路線形（縦断線形）別では、すべての事故が勾配区間で発生している。
• 法令違反別では、全体的にハンドル操作ミス、前方不注意、脇見運転での事故が多く発生している。
⇒路線によってやや傾向は異なるが、様々な状況において事故が発生している。

• 今年度は八戸南環状道路・八戸南道路について事故対策検討を進めた。

②路面状況

③道路線形（平面線形）

④道路線形（縦断線形）

⑤法令違反

2

鰺ヶ沢道路 八戸南環状道路
・八戸南道路

浪岡五所川原道路

・五所川原西バイパス
鰺ヶ沢道路

八戸南環状道路
・八戸南道路

鰺ヶ沢道路

(n=29)(n=18) (n=5)

※縦断線形が不明を除く

浪岡五所川原道路

・五所川原西バイパス

浪岡五所川原道路

・五所川原西バイパス

１．ワイヤロープ設置区間における事故発生状況

66.7%
(16件)

25.0%
(6件)

8.3%
(2件) 20.0%

(1件)

40.0%
(2件)

40.0%
(2件)

乾燥 湿潤 凍結 積雪

(n=30) (n=5)(n=24)

八戸南環状道路
・八戸南道路

80.0%
(44件)

3.6%
(2件)

16.4%
(9件)

48.6%
(18件)27.0%

(10件)

24.3%
(9件)

70.0%
(7件)

30.0%
(3件)

直線 カーブ（右） カーブ（左）

(n=55) (n=37)

※平面線形が不明を除く

(n=10)

八戸南環状道路
・八戸南道路

鰺ヶ沢道路浪岡五所川原道路

・五所川原西バイパス

(n=60) (n=37) (n=10)

※路面状況が不明を除く

ハンドル操作ミス 前方不注意 居眠り運転 脇見運転 スリップ

※法令違反が不明を除く

(集計期間：R2.1～R4.12)(集計期間：R2.1～R4.12)

(集計期間：R2.1～R4.12) (集計期間：R2.1～R4.12)



【事故発生位置（八戸南環状道路・八戸南道路）】
• 下り線側では、八戸南環状道路のワイヤロープ設置区間（391.560kp～398.873kp）で35件発生している。
• 上り線側では、区間全体で発生しており、特に八戸南IC～種差海岸階上岳IC間で最も多く、15件発生している。

3

１．ワイヤロープ設置区間における事故発生状況

下り

上り

(集計期間：R2.1～R4.12)
▲事故発生位置図（八戸南環状道路・八戸南道路）



4

２．事故発生要因と対応方針・対策（案）

• ワイヤロープへの接触事故に対する対策メニューには以下が挙げられる。

【推察される事故要因】 【対応方針】 【対策メニュー（案）】

走行位置を車線の中央
で安定させる

ワイヤロープへの衝突
直前に、振動によりドラ
イバーに警告する

ランブルストリップス
（凹凸型路面表示）
の設置

導流レーンマークの設置

ランブルストリップス

・道路線形の変化が緩やかな区間
において漫然走行する中、線形
の変化に気づかず走行位置が不
安定となり、ハンドル操作のミス
を誘発

・暫定2車線区間においては、横断
勾配が片方向に寄っていること
から、走行位置が高い側の車両
が中央線に寄る可能性が高い。

導流レーンマーク



３．事故対策の実施

▲ワイヤロープ接触事故対策 実施位置図
（八戸南道路・八戸南環状道路） 5

• ワイヤロープへの接触事故に対する対策について、八戸南道路・八戸南環状道路において施工した。
□八戸南道路（下り線） 392.250kp～392.950kp
□八戸南道路（上り線） 396.750kp～397.450kp
□八戸南環状道路（上り線） 400.960kp～401.217kp

▲ランブルストリップス・路面表示（ドットライン）

▲ワイヤロープ支柱カバー

路面表示
（ドットライン）

ランブルストリップス

ワイヤロープ支柱カバー

対策内容キロ程（KP）上下線路線

・路面表示（ドットライン）
・ランブルストリップス

・ワイヤロープ支柱カバー

392.250～392.950下り
八戸南道路

396.750～397.450上り

400.960～401.217上り八戸南環状道路

©NTTインフラネット

八戸南道路
（下り）

八戸南道路
（上り）

八戸南環状道路
（上り）

階上IC 種差海岸

階上岳IC 八戸南IC 八戸是川IC

※ワイヤロープ支柱カバーは、八戸南道路（396.750kp～397.450kp）のみ設置。）



４．対策効果検証

□走行車両の挙動の収集・解析
⇒ビデオ観測調査を行い、対策前後の走行位置の変化を把握

国土交通省、ワイヤロープ試行設置箇所交通状況について（中小橋・冬期状況を含む評価）資料３、を加工

対策前後の走行位置（右側タイヤ）の比較・分析例

対策前後の走行位置の変化量（イメージ）
対策前：小型車

対策後：小型車 対策後：大型車

対策前：大型車

6

• ワイヤロープ施工後の効果検証方法の例を以下に示す。

カメラを用いて、対象区間
内を走行する車両走行
位置を観測



著名地点別の案内経路（案）・

直轄国道における道路案内標識改善（案）

別冊



青森市：青森県立美術館

②-3

①-1

青森県立美術館114系案内標識
レイアウト（案）

②-1

①-3

②-2

①-2

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

-1-



青森市：八甲田山

②①

八甲田山114系案内標識
レイアウト（案）

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

既設の標識があるため
共架不可

-2-



① ② 酸ヶ湯114系案内標識
レイアウト（案）

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

既設の標識があるため
共架不可青森市：酸ヶ湯

-3-



N

青森市：浅虫温泉

浅虫温泉114系案内標識
レイアウト（案）

③

①

②

④

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

①

②

④

③

-4-



青森市：新青森駅

①
②

③
④

N

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

-5-



青森市：青森空港

①

②

③ ④

N

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

-6-



青森市：青森（青森市役所）

①

青森市役所114系案内標識
レイアウト（案）②

N

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②
：案内経路③

-7-



青森市：浪岡庁舎

浪岡庁舎114系案内標識
レイアウト（案）

②-1

①‐1

N

①‐2

②-2
②-3

①‐3

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

-8-



検討案

青森市：青森港

凡例

：標識設置箇所

：案内経路①

：既存案内標識

：目的地①

②

N

青森港国際クルーズターミナル

検討案
既設の案内標識

本命案

既設案内標識にて
案内あり

①

②

-9-



弘前市：弘前城・弘前公園

①
②-1

③

④

②-2

弘前城・弘前公園114系
案内標識レイアウト（案）

凡例

：標識設置箇所

：目的地
：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②
：案内経路③

⑤-1
⑤-2

⑥-1
⑥-2

：案内経路④

-10-



①
②-1

③

④

②-2

弘前城・弘前公園114系
案内標識レイアウト（案）

弘前市：弘前（弘前市役所）

凡例

：標識設置箇所

：目的地
：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

：案内経路③

⑤-1
⑤-2

⑥-1
⑥-2

：案内経路④

-11-



弘前市：岩木山

①-1

②-1

①-2

②-2
②-3

岩木山114系案内標識
レイアウト（案）

②-4

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

：案内経路③

：案内経路④

-12-



検討案
既設の案内標識

本命案

既設案内標識にて
案内あり

③-3③-2③-1

④-2④-1

③-1

N

③-2
③-3

④-1
④-2

弘前市：岩木山
（案内経路③）

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

：案内経路③

：案内経路④

-13-



弘前市：弘前駅

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

①

弘前駅114系案内標識
レイアウト（案）

N

②

-14-



弘前市：白神山地（暗門の滝）

N

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

：案内経路③

-15-



凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

白神山地114系案内標識
レイアウト（案）

弘前市：白神山地（暗門の滝）

①-1
②-1

②-3
②-4

②-2

N

-16-



④

弘前市：白神山地（暗門の滝）

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：既存案内標識

：案内経路②

白神山地114系案内標識
レイアウト（案）

N

③

-17-



弘前市：白神山地（暗門の滝）
（案内経路③）

検討案
既設の案内標識

本命案

既設案内標識にて
案内あり

③-3③-2③-1

④-2④-1

③-1

N

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

：案内経路③

③-2
③-3

④-1
④-2

-18-



弘前市：白神山地（白神岳登山口）

-19-



凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

白神山地114系案内標識
レイアウト（案）

①-1

②-1

①-2

②-2

①-3

弘前市：白神山地（白神岳登山口）

N

既設の標識があり
共架不可

-20-



凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

白神山地114系案内標識
レイアウト（案）

③-1
③-2

N

弘前市：白神山地（白神岳登山口）

-21-



凡例

：標識設置箇所

：目的地

：既存案内標識

：案内経路③

白神山地114系案内標識
レイアウト（案）

①-1
②-1

①-2

②-2
②-4②-3

N

弘前市：白神山地（白神岳登山口）

-22-



八戸市：蕪島

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

①
②

-23-



八戸市：種差海岸

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②②

①

-24-



八戸市：八戸（八戸市庁）

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

N

② ①

④

③

-25-



八戸市：八戸駅

凡例

：標識設置箇所

：目的地

：案内経路①

：既存案内標識

：案内経路②

①

②-1
②-2

④ ③

-26-



八戸市：八戸港

検討案

凡例

：標識設置箇所

：案内経路①

：既存案内標識

：目的地

N

舘鼻漁港

①

検討案
既設の案内標識

本命案

既設案内標識にて
案内有り

①

②-2②-1

宮古
Miyako

宮古
Miyako

南部
Nanbu

市民病院
City Hospital

1.2km先右折

②-1
②-2

-27-


